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本論文は，第 l 部~第 4部によって構成される。
第 l 部(序論)では，この研究の目的，対象，時代及びデータについて説明し，研究の方法論的な背景や論文構成など
について概述する。








































































































して， 23 の言語を対象に分類が試みられているが，現実問題として 23 のすべての言語において同レベルでの記述研究
が行われているわけではないので，それぞれの類型を抽出するには，これはまだまだ不十分なデータであると言わざる
を得ない。筆者自身も認めるように，残された問題はこれからの課題として引き続き解明していかなければならないも
のである。
以上の問題点が残されているとは言え，本論文は，総じて論旨，構成，独創性などの点においてきわめて優秀なもので
ある。博士(文学)学位申請論文として十分な価値を有するものと認定する。
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